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■ REPORT
　�第19回南九州地域3県県境医療連携懇話会開催
　「Mako（メイコー）システム」を導入しました
　病院機能評価の認定をうけました
　医療費の自己負担限度額改訂のお知らせ（2026年8月改正）
　病院見学会開催／がん等の診療に携わる医師等に対する緩和ケア研修会開催のご案内
　市民公開講座／出前講座のお知らせ

■今月の PICK UP

第19回
南九州地域3県県境医療連携懇話会開催
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　6/25（木）あゆの里にて第19回南九州地域3県県境医療連携懇話会を開催しました。
　人吉球磨をはじめ、伊佐、えびのなど県境をこえて医師、歯科医師、薬剤師会や行政などから院内
外合わせて約80名参加いただきました。
　院長よりはじめの挨拶、当院からの情報提供として今年5月に導入したロボット手術の紹介を行い、
人吉医師会会長　友永先生の乾杯のご発声のもと開宴しました。
　会では、新任医師、研修医の紹介を行い、日ごろなかなかお会いできない先生方と直接顔を合わせ
てお話しすることで、親睦を深めることができました。
　最後に球磨郡医師会会長　東先生より締めの挨拶をいただき、盛会のうちに終了しました。
　今回ご多忙の中、ご参加いただき、誠にありがとうございました。今後とも、地域の先生方との密
な連携を行い、顔の見える関係を作ることで地域の中核医療機関として、当院の役割を果たしていき
たいと思います。何卒宜しくお願いいたします。

地域医療連携室　宮原 由佳

第 19回南九州地域 3県県境医療連携懇話会開催

乾杯のご挨拶（友永先生） 締めのご挨拶（東先生）

小田医師より情報提供 懇 親 会

新任紹介

院長挨拶
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医療費の自己負担限度額改訂のお知らせ
（2026年8月改正）

　今回、厚生労働省が2026年８月・2027年８月に実施を予定している高額療養費制度（※）の改正に
ついてお知らせします。
　2026年８月からは月単位の上限額の引き上げと、新たに「年間上限」が設けられ、「多数回該当」の据
え置きと合わせて長期療養者への配慮が盛り込まれた変更となっています。さらに、2027年8月からは、
所得区分13区分に細分化し、さらに月限上限額の引き上げが行われます。（詳しくはQRコード参照）

（※）�家計に対する医療費の自己負担が過重なものとならないよう医療機関や薬局の窓口で支払う医療費が、年齢や所得に応じた
上限額を超えた場合、その超えた額を支給する制度
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　2025 年 11月に「日本医療機能評価機構」による 6回目の
更新審査を受審し、2026年 3月 6日付で認定を受けました。
　今回の評価を受けて、今後も更なる質の高い医療提供に努め
てまいります。

病院機能評価の認定をうけました病院機能評価の認定をうけました

参考：日本医療機能評価機構ホームページ　https://www.jq-hyouka.jcqhc.or.jp/

厚生労働省HPより

（医療保険制度改正法が成立しました） （高額療養費制度の見直しについて）

例えば

◎標準報酬月額28～50万円世帯の方

◎70歳未満非課税世帯

◎標準報酬月額26万円以下世帯

80,100+（総医療費－267,000円）×1％円 85,800+（総医療費－267,000円）×1％円

➡
57,600円

➡

➡ 61,500円

35,400円 ➡ 36,900円

24,600円　 ➡ 25,700円

◎70歳以上非課税世帯 年間上限29万円➡

年間上限53万円

R8.8 月～　月の自己負担上限が以下のように変わります。

※ 医療費についてご不明な点などございましたら人吉医療センター患者相談支援センター（2F エスカレーター付近）へご相談ください。
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がん等の診療に携わる医師等に対する
緩和ケア研修会開催のご案内

　「がん等の診療に携わる医師等に対する緩和ケア研修会」を下記の通り開催いたします。
　（「がん等の診療に携わる医師等に対する緩和ケア研修会の開催指針（平成 29 年 12 月１日付健発 
1201 第 2 号厚生労働省健康局長）」に基づく）
　ご多用の中恐縮ですが、奮ってご参加いただきますようお願い申し上げます。 

記
1．日　　時： 2026年 9月19日（土）9：00～17：15　
　　　　　　　（8：30～受付開始）
2．場　　所： 人吉医療センター　3F 講堂
3．参 加 費： 無料
4．対 象 者： �がん診療に携わる医師及びコメディカルスタッフ
　　　　　　 （事前に緩和ケア研修会 e-learning を修了することが必須です。
5．募集定員：20 名程度 
6．申込方法： �申込用紙（人吉医療センター HP よりダウンロード）にもれなく
　　　　　　  ご記入の上、ＦＡＸにてお申し込みください。
7．申込〆切： 2026年8月28日（金）
8．受講者の決定： 受講決定者には後日、受講決定通知を送付いたします。
9．�修了証の交付： �すべてのプログラムを修了されると厚生労働省健康局長より修了証が授与されます。

以上

人吉医療センター　地域医療連携室（担当：杉松）
TEL：0966-22-2191

本件問い合わせ先

当院への就職を検討されている医師、看護師、薬剤師、診療放射線技師、臨床検査技師、
臨床工学技士、栄養士、理学療法士、作業療法士、言語聴覚士、社会福祉士、歯科衛生士の方
また、上記資格を取得する学校の在学生

2026年7月25日(土) 人吉医療センター3階講堂
13時30分～ 受付開始　14時 開始 熊本県人吉市老神町35番地

対象

お問い合わせ先 TEL：0966(22)2191(代表)　担当：総務企画課・黒木
Mail：soumu@hitoyoshi.jcho.go.jp

　※ご希望の方は右の応募フォームから 7月21日（火）までにお申し込みください。

 日時  場所

緩和ケアについての
基本的な知識を習得し、がん
の治療の初期段階から緩和ケ
アが提供されることを目的と
して開催しています。
ぜひご参加ください。



患者中心の医療
患者の人権と意思を尊重します

診療３本柱
がん・救急・予防医療を中心に医療機能の充実を図ります

完結型医療
地域の医療機関と連携し安心できる医療の展開を行います

地域包括ケア
地域包括ケアシステムを推進し地域のまちづくりに貢献します

社会貢献
災害医療派遣・医療情報公開・医療ボランティアの活動を行います

医療人育成
地域医療に貢献できる医療人の育成を行います

基本方針

医師としての人格を涵養し、医学・医療の社会的役割を認識しつつ、
臨床に必要な基本的診療能力を習得し、全人医療を提供できる医師を目指します。

臨床研修理念　

臨床研修の
基本方針

1．人間性豊かな医療人の育成　
2．医療全般にわたる広い視野と高い見識を持つ医療人の育成
3．患者の立場に立った医療を実践する医療人の育成
4．チーム医療のできる医療人の育成

5．生涯学習をする医療人の育成　
6．地域医療に貢献する医療人の育成
7．公的中核病院としての責務を自覚する医療人の育成

145年の歴史と設立の経緯を忘れず全人医療を提供します理　念
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HMC  INFORMATION  〈病院からのお知らせ〉 

会　場  ：  ２F　外来　婦人科テレビ前
時　間  ：  13：00 ～ 13：30
受講料  ：  無料

予約の必要はありません。お気軽にご参加ください。※講師の都合上、変更もありますのでご了承ください。

テーマ 講　師開催日程
令和８年　９月１０日（木） そのお薬の飲み方には、ワケがある！ 薬剤師
令和８年１０月　８日（木） お口の若返りストレッチ 歯科衛生士
令和８年１１月１２日（木） ACP“人生会議”“意思決定支援”について 社会福祉士
令和８年１２月１０日（木） みんなで受けよう健診 放射線技師
令和９年　１月１4 日（木） 高度医療と臨床工学技士 臨床工学技士
令和９年　２月１０日（水） 加齢に伴い誰でもなり得る目の疾患 視能訓練士
令和９年　３月１１日（木） 転ばない体づくり・骨折しない生活作り 理学療法士

市民公開講座開催中

↓皆様のご利用をお待ちしております！まずはお電話にてご相談ください↓

形成外科より
休診のお知らせ

2026年7月16日～2026年8月19日 都合により休診とさせて
いただきます

日常で使えるもの
から医療に関する豆知
識まで専門スタッフが
わかりやすくお話

します！


